
「基礎 物理学演習 I」正誤表（2013年 6月 18日）

15刷の正誤表
頁 場所 誤 正

p.3 図 1.1

　 　 　

（矢印 i, j,kを加える．

x軸，y軸，z軸に座標 x, y,

zを加える．）

p.9 例題 5の 3行目 Pの経路を Pの軌跡を

p.14 3行目と 4行目の間に追加

【注意】　作用と反作用は

互いに大きさが等しく同一

作用線上反対向きであるが，

それらは互いに「つり合い」

をもたらすことはない．つ

り合いは 同̇一̇ の物体に働

く力について言っているの

に対し，作用と反作用はそ

れぞれ異̇な̇る̇物体に働く力

（相互作用）であって，同一

の物体に働くものではない．

p.18 問題 1の 3行目 tan 76◦ = 4.01 tan 76◦ = 4.0

p.20 下から 1行目 力の合成の · · ·
同一の物体について，働く

力の合成の · · ·

p.22 例題 2(1)の解答，式 3⃝ tan θ = µ, N = Mg√
1+µ2 tan θ = µ（Nの式を削除）

p.22 例題 2(2)の解答 4行目 よって求める加速度は
よって求める加速度は次の

ようになる．

p.23
例題 3の解答，下から 3行

目
式 6⃝より 式 6⃝の t → ∞の極限より

p.25 問題 4，2行目
速度に比例する抵抗が働く

としてこの比例定数を

速度 vに比例する抵抗−kv

が働くとしてこの比例定数

kを
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頁 場所 誤 正

p.43 式 (5.19) k = 1
2

(
d2U
dx2

)
x=x0

k =
(
d2U
dx2

)
x=x0

p.47 下から 10行目 > γ の場合 >
√
2 γ の場合

p.48 例題 5の解答 3行目 + 1
2mω2x + 1

2mω2x2

p.48 問題 5.1の 1行目 ω0 > γ ω0 >
√
2 γ

p.51 例題 6の解答の 7行目
位置 r = (A, 0)，速度 v =

(0, v0)であるから

位置 r = (A, 0)，速度 v =

ṙ = (0, v0)であるから

p.51 例題 6の解答の 14行目 これは長軸，短軸が これは長半径，短半径が

p.53 問題 3，1行目 周期は 6.28秒 周期は 16.4秒

p.53 問題 3，2行目 （末尾に追加）
ただし，重力加速度を g =

9.80 m/s2 とする．

p.56 2 行目 図 6.6のような座標を

点 (x, y)の位置を図 6.6の

ように原点からの距離 rと

x軸からの角度 θ によって

表した座標を

p.56 下から 11行目 基本ベクトルと違い 基本ベクトル ex, ey と違い

p.59 式 (6.20) G = 6.6720× G = 6.672×
p.62 式 (6.28) − 2GM

r + 2GM
r

p.62 下から 6行目 これを積分し，
これを u = l

r と置換して積

分し，

p.62 下から 2行目 半直弦という．離心率

半直弦という．また，点 O

は焦点の 1 つに一致する．

離心率

p.63 5行目 が時間 dtの間に が drだけ変位する間に

p.63 下から 5行目 与えられる．
与えられる．ここで Lは図

6.11で示した半直弦である．

p.64 例題 4の問題文 2行目 76年で 75.3年で

p.64 例題 4の問題文 5行目 M⊙ = 2.00× 1030 kg M⊙ = 1.99× 1030 kg

p.64 例題 4の解答 5行目 = 2.7× 1012 m = 2.67× 1012 m

p.64 例題 4の解答 7行目 = 5.3× 1012 m = 5.25× 1012 m

p.64 例題 4の解答 8行目 = 2.6× 1012 m = 2.58× 1012 m

p.64 例題 4の解答 9行目 ε = 2.6× 1012/a = 0.97 ε = 2.58× 1012/a = 0.967

p.64 例題 4の解答 11行目 = 0.25 = 0.254

p.64 問題 4.1の 2行目 半径 r = 1.5× 1011 m
半径 r = 1.50× 1011 m（=

1AU（天文単位））

p.66 問題 5.1の 3行目 であると仮定すると， であると仮定して，

p.67 問題 6.1の 1行目 求めよ．ただし

求めよ．またそれは，赤道

上空およそ何 kmか．ただ

し
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頁 場所 誤 正

p.68 11行目
粒子数は 2πbdbI0 であるか

ら

粒子数は 2πbdbI0 であるか

ら

p.70 例題 7の解答の 5行目 − 2kQq
mr + 2kQq

mr

p.75 例題 1(1)の解答の 8行目
振動するためには v = 0と

なることが必要で

また，振子がおり返す際は

v = 0だから

p.75 例題 1(2)の解答の 1行目 よって よって式 4⃝から

p.77 問題 3の 3行目 を求めよ．
を求めよ．（軌道は上問 2(2)

で与えられる．）

p.78 3行目

座標系での位置を r，平行

移動する座標系から見た位

置を

座標系での点Pの位置を r，

平行移動する座標系から見

た点 Pの位置を

p.78 下から 3行目 すなわち非慣性系に
すなわち a0 ̸= 0の非慣性

系に

p.78 下から 1行目
という．なお a0 = 0の場

合
という．a0 = 0の場合

p.79 問題 1.1の 1行目 加速度 a = 3 m/s2 で 加速度 a = 3.0 m/s2 で

p.80 2～8行目
　 回転座標系～速度）は　

（文章を差し替える）

　 回転座標系　慣性系に

対し固定軸のまわりを回転

する座標系を回転座標系と

いう．回転座標系に固定さ

れた基本ベクトルを i, j,k，

回転軸のまわりの回転速度

を ωとすると，静止系から

見たときの i, j,kの時間微

分は

i̇ = ω × i, j̇ = ω × j,

k̇ = ω × k (8.5)

となる（図 8.4）．ただし，ω

は図のように回転軸に沿っ

て右ねじが進む向きを向き

大きさが ωのベクトル（角

速度ベクトル）である．し

たがって，回転座標系から

見た位置ベクトル r = xi+

yj + zk の静止系での時間

微分（すなわち静止系での

速度）は

p.80 12行目 ある．さらに式 (8.6)を ある．式 (8.6)をさらに

p.81 1行目 質点の速さ 質点の速さ ṙ回転 = v
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頁 場所 誤 正

p.81 図 8.6

　

（ωの罫を上向きの太い矢

印にする．

f の式を上図のように修正

し，矢印を太くする．）

p.82 例題 2の問題文 1行目 水平面上で一端 水平面上を一端

p.84
例題 3の問題文 2行目

末尾に追加
無視する．

無視する．ただし，地球の

自転の角速度を ωとする．

p.85 図 1

（角 θを追加）

p.91 式 (2.4) dp1

dt = Fint,
dp2

dt = −Fint
dp1

dt = −Fint,
dp2

dt = Fint

p.91 図 2.4

（文字Fintと−Fintを入れ

替える．）

p.91 下から 4行目

反発係数（反発の法則）　

一直線上で衝突が起こる場

合

◆　反発係数（反発の法則）

（改行）

　一直線上で衝突が起こる

場合

p.91 下から 2行目 の場合を（完全）弾性衝突， の場合を弾性衝突，

p.92
例題 2の解答の下から 3行

目

完全弾性衝突（e = 1）の場

合，
弾性衝突（e = 1）の場合，
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頁 場所 誤 正

p.93 7～8行目
したがって，運動量を用い

れば運動方程式は
したがって，運動方程式は

p.93 下から 3～4行目
の全角運動量は，内力が中

心力であれば内力に
の全角運動量は，内力に

p.94 式 (3.8) （速度は vi = vC + v′
i） （速度は vi = vC + v′

i）

p.94 11行目 質量中心の定義式 (3.7)に
質量中心 rCの定義式 (3.7)

に

p.94
式 (3.11)，3行目

末尾に追加
+L′ +L′ （∵

∑
mir

′
i = 0,∑

miṙ
′
i = 0）

p.97 問題 1，1行目 質点が完全弾性衝突し 質点が弾性衝突し

p.97 問題 4，1行目 速度 v1 で静止した 速度 v1 で静止した

p.97 問題 4，2行目 速度 v1 と 2球の 速度 v1 と 2球の

p.97 図 2

（v1, v′1, v′2の vをボール

ドにする．）

p.98 9行目 を着力点，力 Fi を
を着力点または作用点，力

Fi を

p.103 8行目 となる（図 4.10）． が成り立つ（図 4.10）．

p.105 例題 3(1)，解答 （差し替え）

【解答】 (1) 図 4.11 の

ような，半径 rと r+ drの

円に挟まれた円環の部分の

面積は，dS = 2πrdr であ

る．また，円板の面積密度

は σ = M/πa2 である．し

たがって，中心軸まわりの

慣性モーメントは，(4.8)を

面積密度 σで書き直して，

I =
∫
S
r2σdS = M

πa2

∫ a

0
r2 ·

2πrdr = 1
2Ma2

p.109 例題 7，解答，2行目 運動方程式は
運動方程式は，二つの円板

の角速度を ω′
1, ω

′
2とすると

5



頁 場所 誤 正

p.109 例題 7，解答，3行目 I1
dω1

dt = N, I2
dω2

dt = −N I1
dω′

1

dt = N, I2
dω′

2

dt = −N

p.109 例題 7，解答，5行目
d
dt (I1ω1 + I2ω2) = 0 d

dt (I1ω
′
1 + I2ω

′
2) = 0

p.109 例題 7，解答，6行目 全角運動量 I1ω1 + I2ω2 は 全角運動量は

p.110 例題 8，解答，一番下の式 ω1 = ω′
1 =

p.114 下から 7行目 以上から，ωP =一定で，

L の大きさが一定の場合，

(4.28)より ωP =一定にな

り，

p.114 下から 3行目 （例題 12参照） （例題 11参照）

p.115 例題 11，解答，2行目 （式番号追加） 　 1⃝
p.115 例題 11，解答，4行目 （式番号追加） 　 2⃝

p.115 例題 11，解答，5行目
したがってもとの方程式を

考えて

したがって 1⃝の第1～2式を

考えて

p.124 問題 1.1，1行目 c倍になると長さの c倍だった場合，長さの

p.125 5行目 の距離 zに依存しない． の距離に依存しない．

p.126 問題 1.1，1行目 外径 a，内径 b， 内径 a，外径 b，

p.129 6行目 に対する各方向の に対する x方向の

p.129 式 (6.2) = εy = εz = = εxx + εyx + εzx =

p.129 8行目
と求まる．したがって静水

圧 P に対する体積歪みは

と求まる．εy, εz も同様に

求まり，体積歪みは

p.129 下から 6行目 ，例題 2.1の ，p.122の例題 1の

p.129 下から 3行目
を考慮して，ずれ弾性率G

は

を考慮し，(6.1),(6.5) より

ずれ弾性率 Gは

p.129 下から 1行目 ，残りの量は
，(6.4),(6.6) より残りの量

は

p.129 図 6.3

（右上部分に引き出し線と

数式を加える）
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頁 場所 誤 正

p.129 図 6.4

（図を反時計回りに 45◦回

転する）

p.131 2行目 から l′ まで引き延ばした から xだけ引き延ばした

p.131 式 (7.1) = E · l′−l
l = E · x

l

p.131 5行目
であるから，断面積 Sにか

かる力の合計は Sf であり，

であり，断面積 Sにかかる

力の合計は Sf である．

p.131 式 (7.2) = S
∫ l+∆l

l
fdl′ = = S

∫∆l

0
fdx =

p.131 図 7.1

（灰色部分に掛かる l′を取

る．上に xを加える．）

p.133 問題 1，1行目 直径 2 mmの 直径 2.00 mmの

p.133 問題 1，2行目 端に 28 kgの 端に 28.0 kgの

p.133 問題 1，3行目
，自重による鋼鉄線の伸び

は

，鋼鉄線の自重による伸び

は

p.133 問題 4，1行目 立方格子を 立̇方̇ 格子を

p.133 問題 4，2行目 に引くとき， に引きのばすとき，

p.133 問題 5，1行目 長さ l， 長さ lの

p.133 問題 5，2行目 台に置く． 台に立てて置く．

p.139 例題 2，解答，7行目
fz =

2π(−P cos θ)a2 sin θdθ

fz =

(−P cos θ) · 2πa sin θ · adθ

p.139
例題 2，解答，下から 1行目

末尾に追加
立っている．

立っている．なお，上式第

1項が 0なのはパスカルの

原理に対応する．
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頁 場所 誤 正

p.141 下から 2行目 θ > 90◦ のとき θ > 90◦ のとき

p.143 問題 2.1，2行目 （= 1.013× 106 dyn/cm2） （= 1.013× 105 Pa）

p.143 問題 2.1，4行目 T = 482 dyn/cm T = 0.482 N/m

p.148 問題 1.1，2行目 て粘性率 η て粘性係数 η

p.152 例題 1，解答，1行目

辺 ABおよび CD上は v ⊥
dlであるから v ·dl = 0，ま

た辺 BCおよび

辺 BCおよび DA上は v ⊥
dlであるから v ·dl = 0，ま

た辺 ABおよび

p.152 例題 1，解答，2行目 DA上では CD上では

p.152 図 7.2

（文字 A と C を入れ替え

る．）

p.152 図 7.3

（2つの矢印の向きを逆に

する．さらに装置の軸と右

上の円の交差部分を修正．）

p.153 問題 5，一番下の行 接触角を θとする．
接触角を θ，重力加速度を

gとする．

p.223 例題 1，解答，1行目 最後圧力を 最終圧力を

p.228 例題 1，解答，最後の式 q = T1−T2
λ1
d1

+
λ2
d2

q = T1−T2
d1
λ1

+
d2
λ2

p.229 問題 2.2，3行目 （R1 < r < R1） （R1 < r < R2）

p.231 例題 4，問題文，2行目 金属球の表面積 S 金属球の表面積を S
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頁 場所 誤 正

p.238 例題 1，解答，式 1⃝ = C
n−1

(
1

V n−1
1

+ 1
V n−1
2

)
= C

n−1

(
1

V n−1
1

− 1
V n−1
2

)
p.238

例題 1，解答，下から 6行

目
= 1

n−1

( p1V
n
1

V n−1
1

+
p2V

n
2

V n−1
2

)
= = 1

n−1

( p1V
n
1

V n−1
1

− p2V
n
2

V n−1
2

)
=

p.238 問題 1.1，1行目 温度を 温度 T を

p.244 10行目 pV γ =（γ > 1）に pV γ =一定（γ > 1）に

p.246 問題 6，2行目 p0 = 1.013× 105 N/mの p0 = 1.013× 105 N/m2 の

p.247 下から 4行目 がエントロビーである． がエントロピーである．

p.247 下から 2行目 ，エントロビーの ，エントロピーの

p.253 ≪参考≫，一番下の行 一般には負となる． 一般には正となる．

p.272 下から 6行目 導入すること， 導入すると，

p.280 問題 2，2行目 を断然的に を断熱的に

p.282 問題 4，3行目 x = (1/2)v20a， x = (1/2)v20/a，

p.282 問題 4，4行目 v0 = 45 km/s = v0 = 45 km/h =

p.282 問題 4，5行目 v0 = 90 km/s = v0 = 90 km/h =

p.282 問題 2.1（1.2節），1行目
vz = 0である．よって例題

2式 4⃝より，
vz = 0である．よって例題

2式 2⃝より，
p.282 問題 2.1（1.2節），2行目 高さは式 7⃝に 高さは式 3⃝に
p.283 問題 2.2（1.2節），1行目 式 8⃝で 式 4⃝で
p.283 問題 2.2（1.2節），3行目 到達時間は式 5⃝よ 到達時間は式 3⃝よ
p.283 問題 1，2行目 ≒ 15.0 km/h= 4.16 m/s ≒ 15 km/h= 4.2 m/s

p.283 問題 3(1)，2行目 積分すると z = (1/2)gt2． 積分すると速さは v = gt．

p.283 問題 3(1)，3行目 距離は h = (1/2)gt2． 距離は h = z = (1/2)gt2．

p.283 問題 5，1行目 を ax, ay とすると を ax, ay とすると

p.283 問題 5，2行目 ax = · · · , ay = · · · ax = · · · , ay = · · ·
p.283 問題 5，4行目 = m(ax, ay) = = m(ax, ay) =

p.285 問題 3，3行目 であるから， であり，

p.285 問題 3，式 1⃝ mg cos θ1 = mg cos θ2 T cos θ1 = T cos θ2

p.285 問題 3，式 2⃝ mg sin θ1+mg sin θ2 = mg T sin θ1 + T sin θ2 = T

p.286 問題 4，1行目 求める比例定数を kとする． （削除）

p.286 問題 4，2行目 鉛直上方を正として， 鉛直下方を正として，

p.286 問題 4，4行目 ρV g −Mg + kv∞ = 0 Mg − ρV g − kv∞ = 0

p.286 問題 4，6行目 k = (ρV−M)g
v∞

． k = (M−ρV )g
v∞

．

p.286
問題 5(2)，8行目

末尾に追加
ると

ると，dt = (M/a)dT/T で

あり，T = 1から∞なので
p.286 問題 1.1（1.4節），9行目 Fx

(
dx
dθ

)
+ Fy

(
dy
dθ

)
Fx

(
dx
dθ

)
+ Fy

(
dy
dθ

)
p.288 問題 3.1（1.4節），1行目 = c

r = − c
r

p.289 問題 2，2行目 =
∫ 0

a

[
Fx + Fy

(
dy
dθ

)]
dx =

∫ 0

a

[
Fx + Fy

(
dy
dθ

)]
dx
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頁 場所 誤 正

p.289
問題 2.1（1.5節），一番下

の行
よって，K = · · ·

よって K = U . また K +

U = E よりK = · · ·

p.290 問題 5.1（1.5節），2行目 = F0

m

2ω(ω2
0−2γ2−ω2)

(ω2
0−ω2)2+(2γω)2

= F0

m

2ω(ω2
0−2γ2−ω2)

((ω2
0−ω2)2+(2γω)2)3/2

p.291 問題 1(2)，式 3⃝ k1(l
′
1 − l1) = k2(l

′
2 − l2)．

k1(l
′
1 − l1) = k2(l

′
2 − l2)．

（A,B間）

　 　 k2(l
′
2 − l2) = mg

k2(l
′
2 − l2) = mg

（おもり）

p.291 問題 1(2)，4行目 一方，つり合いの
一方，おもりmのつり合い

の

p.291 問題 1(2)，下から 5行目 = k2(l
′
2 − l2 + k2)−mg = k2(l

′
2 − l2 + x2)−mg

p.291 問題 1(2)，下から 3行目 を用いて
を用いて x2 を x で表して

それを上式に代入すると

p.291 問題 2，2～3行目
=

2U0
a0

e
−(x−x0)

a0 (e
−(x−x0)

a0 −1)

=
2U0
a2
0

e
−(x−x0)

a0 (2e
−(x−x0)

a0 −1)

=− 2U0
a0

e
−(x−x0)

a0 (e
−(x−x0)

a0 −1)

=
2U0
a2
0

e
−(x−x0)

a0 (2e
−(x−x0)

a0 −1)

p.292 問題 3，1行目 式 (5.16)より， 式 (5.15)より，

p.292 問題 3，2行目 = 39.2 m = 66.7 m

p.292 問題 4，1行目 式 (5.36)よ 1.1節例題 4（p.8）よ

p.292 問題 5，4行目 = ω2(cos θ − sin θ0) = ω2(cos θ − cos θ0)

p.292 問題 5，下から 6行目 である．また，cos · · ·
である．また，sin(θ/2) =

k sinϕ を辺々微分すると

cos · · ·

p.292 問題 5，下から 5行目 = 2k cosϕ√
1−k2 sin2 ϕ

= 2k cosϕ√
1−k2 sin2 ϕ

dϕ

p.293 問題 2.1（1.6節），2行目 = mv20/r
3 である． = mv20r

2
0/r

3 である．

p.293 問題 2.1（1.6節），3行目
W=

∫ r1
r0

T ·dr=−
∫ r1
r0

Tdr

=−mv2
0r

2
0

∫ r1
r0

1
r3

dr

W=
∫ r1
r0

T ·dr=−
∫ r1
r0

Tdr

=−mv2
0r

2
0

∫ r1
r0

1
r3

dr

p.294 問題 3.1（1.6節），2行目 （行末に追加） = 11.2 km/s

p.294 問題 3.1（1.6節），3行目 11.2× 103 m/sである． 11.2 km/sである．

p.294 問題 4.1（1.6節），2行目 = 2.0× 1030 kg = 2.00× 1030 kg

p.294
問題 5.1（1.6節），3～4行

目
（1行にまとめる）

p.294
問題 5.1（1.6節），6～7行

目
（1行にまとめる）

p.294 問題 6.1（1.6節），1行目 とすると，衛星の とすると，質量mの衛星の

p.294
問題 6.1（1.6節），3行目

と 4行目の間に追加
(1行追加)

ここで ωを地球の自転の角

速度に等しいとすると ω =

T/2πとなるから

10



頁 場所 誤 正

p.294 問題 6.1（1.6節），4行目 =
(
g
R

(
T
2π

)2)1/3
= r

R =
(
g
R

(
T
2π

)2)1/3
=

p.294 問題 6.1（1.6節），5行目 (最後に追加) これは赤道上空 35,800 km．

p.294 問題 7.1（1.6節），8行目 (最後に追加) （x = sin ϕ
2）

p.295 問題 2，10行目 約 3.1%小さく 約 0.31%小さく

p.295 問題 4，1行目 式 (6.31)より， 式 (6.33)と (6.36)より，

p.296 問題 5，図

（角 ϕを加える）

p.296 問題 5，2行目
∫ (r+a)

|r−a|
(
r2−a2

r′2 + 1
)
dr′

∫ (r+a)

|r−a|
(
r2−a2

r′2 + 1
)
dr′

p.296 問題 5，3行目
[
r2−a2

r′ + r′
](r+a)

|r−a|

[
r2−a2

r′ + r′
](r+a)

|r−a|

p.297 問題 1，3行目 θ = 180◦ 頂上 θ = 180◦

p.297 問題 2(3)，2行目 = 3
(1+2x)3/2

= 2
(1+4x2)3/2

p.297 問題 3，3行目（2箇所） a
b2

b
a2

p.297 問題 4，5行目 式 1⃝， 2⃝によって変形して （削除）

p.298 問題 2.1（1.8節），3行目
= 4.9× 10−3 [1/s] （· · ·
= 1280 秒 ≒ 21分 20秒）

= 7.0× 10−2 [1/s] （· · ·
= 89.8秒）

p.298 問題 3.1（1.8節），3行目 （文末に追加）
（λ = 35◦38.6′

= 0.622 rad）

p.298 問題 2，1行目 例題 6.3より 1.6節例題 3より

p.299 問題 3，図

（N1の矢印を底辺まで下げ

る．）

p.299 問題 4，下から 1行目 β = M(m1−m2)
M(m1+m2)+4m1m2

g β = 2M(m1−m2)
M(m1+m2)+4m1m2

g

p.299 問題 5，1行目 Fx = Fy = Fz = 0 Fx = Fy = Fz = 0

p.300 問題 6，下から 2行目 m1ω
2l1 sin θ2

(m1+m2)g
m1ω

2l2 sin θ2
(m1+m2)g

p.301 問題 1.1（2.1節），2行目 = (mv sin θ,mv cos θ) = (−mv sin θ,mv cos θ)

p.301 問題 1.1（2.1節），3行目 = (−mv sin θ,mv cos θ) = (mv sin θ,mv cos θ)

p.301 問題 1.1（2.1節），5行目 = (−2mv sin θ, 0) = (2mv sin θ, 0)

p.301 問題 1.1（2.1節），6行目 (2mv sin θ, 0) (−2mv sin θ, 0)
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頁 場所 誤 正

p.302 問題 1，1行目 完全弾性衝突の 弾性衝突の

p.302 問題 3，3行目 台の移動を 台の移動量を

p.302 問題 4，2,3行目
働く．よって運動は一平面

内で起こり，また，
働くので，

p.302 問題 4，4行目 い．よって，

い．また，運動は v1 と中

心線を含む平面内で起こる．

よって，

p.302 問題 4，式 4⃝ v′2 cos θ
′
2 − v′1 cos θ

′
1 v′2 cos θ

′
2 + v′1 cos θ

′
1

p.302 問題 5，1行目 （文末に追加）
，その時の質量をmとする

と，

p.303 問題 6，2行目 （式末に追加）
すなわち　 mdv

dt + v dm
dt =

mg

p.303 問題 6，3行目 であるが， である．

p.303 問題 7，1行目 問題 2の 問題 2.1の

p.304 問題 1.1（2.4節），1行目 半円に見かえると， 半円と見ると，

p.304 問題 1.2（2.4節），図

（角 ϕの位置を変更．また

文字 dϕを移動．）

p.304 問題 2.2（2.4節），3行目
点Oのまわり · · · つり合い
より

問題 1.2より半球殻の重心

は a/2なので，点Oのまわ

り · · · つり合いは
p.304 問題 2.2（2.4節），4行目 −Mg(a/2) cos θ = −Mg(a/2) sin θ =

p.305 問題 4.1（2.4節），図 （図中の）Z （図中の）z

p.305 問題 6.1（2.4節），1行目 例題 7より 例題 6より

p.306 問題 9.2（2.4節），1行目

斜面に沿って上向きに x軸

をとり，球の重心 xG = 0

を

図 4.20 のように x 軸をと

り，球の重心の座標をxGと

する．いま，xG = 0を

p.306 問題 9.2（2.4節），3行目 +MgxG sin θ −MgxG sin θ

p.306 問題 9.2（2.4節），5行目 +MgvG sin θ −MgvG sin θ

p.306 問題 10.1（2.4節），5行目 = hF∆t = aF∆t

p.307 問題 10.1（2.4節），2行目 −(V + hω) −(V + aω)

p.307 問題 10.1（2.4節），4行目 = Mm(1+e)v0
M+m(1+12h2/l2) = Mm(1+e)v0

M+m(1+12a2/l2)

p.307 問題 10.1（2.4節），5行目 V = F∆t
m ,　ω = 3hF∆t

l2M V = F∆t
M ,　ω = 12aF∆t

l2M

p.307 問題 11.1（2.4節），1行目 ジャイロを角速度Ωで回転
ジャイロの回転軸を角速度

Ω で x軸のまわりに回転

12



頁 場所 誤 正

p.307 問題 11.1（2.4節），3行目
Ω ≪ ω とすれば，Ω =

(Ω, 0, 0), L = (0, 0, Izω)

ここで，Ω = (Ω, 0, 0),L =

(IxΩ, 0, Izω)

p.307
問題11.1（2.4節），9,10行

目

である．このトルク · · · し
たがってこの右まわりのト

ルクは

である．よって軸受けはこ

の反作用として右まわりの

トルク

p.307
問題 11.1（2.4節），12,13

行目
となるはず · · · 力である． を受ける．

p.307 問題 1，下から 1行目
Tx=

(lm+(l−a)2M)g
ml2+2M(l−a)2 ,

Ty=
(lm+(l−a)2M)g

ml2+2M(a2+(l−a)2)

Tx=2π

√
ml2+2M(l−a)2

(lm+(l−a)2M)g ,

Ty=2π

√
ml2+2M(a2+(l−a)2)

(lm+(l−a)2M)g

p.308 問題 2，2行目 = ω0e
−ka2/I = ω0e

−(ka2/I)t

p.308 問題 2，4行目 e−ka2/Idt e−(ka2/I)tdt

p.308 問題 4，1行目 （文末に追加）
，重心の加速度を α，回転

の角加速度を β として

p.308 問題 4，2行目 （I = (5/2)Ma2） （I = (2/5)Ma2）

p.309 問題 6，2行目 m
(
l2

2

)
m

(
l
2

)2
p.309 問題 6，3行目 = 2

3ml2 = 1
3ml2

p.309 問題 6，4行目
位置をそれぞれG1,G2とす

ると，
（削除）

p.309 問題 6，5行目 dは bは

p.309 問題 6，6行目 d = mAG1+MAG2

m+M = · · ·
b（= mAG1+MAG2

m+M を削除）

= · · ·
p.309 問題 6，8行目 −(m+M)gdθ −(m+M)gbθ

p.309 問題 6，9行目 =
√

(m+M)gd
I =

√
(m+M)gb

I

p.309 問題 6，11行目 = 2π
√

I
(m+M)gd = 2π

√
I

(m+M)gb

p.309 問題 7，4行目
板が回転することによる角

運動量

板の回転に伴うでんでん虫

の角運動量

p.309 問題 7，5行目
板の上での点Oまわりの角

運動量

板に固定された座標上での

点Oのまわりのでんでん虫

の角運動量

p.310 問題 7，1行目 mdx
dt −mdx

dt

p.310 問題 7，3,5行目 +mdx
dt

a
2 −mdx

dt
a
2

p.310 問題 7，下から 3行目
2√

1+4I(ma2)

2√
1+4I/(ma2)

p.311 問題 8，下から 2行目 （式の最後に追加） （∵　 IG = 2
5ma2）

p.312 問題 1.1（3.1節），1行目 ∆V > 0,∆l < 0 ∆V < 0,∆l > 0

p.312 問題 1.1（3.2節），1行目 ft を最大にする ft が最大になるのは

p.312 問題 1.2（3.3節），1行目 体積の縮みを 体積 V の縮みを

p.312 問題 1.2（3.3節），2行目 p
K . − p

K
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頁 場所 誤 正

p.312 問題 1.2（3.3節），3行目 （文末に追加）
∆V = (4/3)π(a + ∆a)3 −
(4/3)πa3 より

p.312 問題 1.2（3.3節），4行目 3
√

p
K . 3

√
1− p

K − 1 ≈ − 1
3

p
K

p.313 問題 1.1（3.7節），4行目 （drを · · · （体積 2πrdrを · · ·
p.314 問題 4，4行目 l

∆l
∆l
l

p.314 問題 4，6行目
F/S
l/∆l

F/S
∆l/l

p.314 問題 4，7行目 ポアソン比 σ = ポアソン比は σ =

p.315 問題 1.1（4.1節），7行目 1
V − 1

V

p.315 問題 1.2（4.3節），8行目
P1r

3
1−P0r

3
0

4(r21−r22)

P1r
3
1−P0r

3
0

4(r21−r20)

p.315 問題 2.1（4.3節），4行目 2πrT cos θ 2πaT cos θ

p.316 問題 2.1（4.3節），1行目 −2πaT cos θ +2πaT cos θ

p.316 問題 2.1（4.3節），3行目 = aP0−2T cos θ
ρag = aP0+2T cos θ

ρag

p.316 問題 2.1（4.3節），4行目 これに数値を
これに a = 0.5×10−3 mな

どの数値を

p.316 問題 2.1（4.3節），5行目 h = 75.2 cm h = 75.1 cm

p.316 問題 2.1（4.3節），6行目 h = 76.3 cm h = 76.2 cm

p.316 問題 1.1（4.4節），2行目 大きければ 小さければ

p.317 問題 1.1（4.7節），2行目
=

(
∂vz

∂y − ∂vy

∂z

)
i + · · · +(∂vy

∂x − ∂vx

∂y

)
k

=
(
∂vz

∂y − ∂vy

∂z

)
i + · · · +(∂vy

∂x − ∂vx

∂y

)
k

p.317 問題 3，1行目 水深 xの 水深x（水面からの距離）の

p.318 問題 3，3行目 x = xH =

p.318 問題 3，4,5行目
よって腕の長さ l は

l = · · ·
（この 2行を削除）

p.318 問題 4，別解 1行目 図のような p.153の図 1のような

p.319 問題 6，2行目
v に他ならないので，求め

る流速は
（削除）

p.319 問題 7，1行目 （例題 1） （4.5の例題 1）

p.319 問題 7，3行目 πa2

8lη
πa4

8lη

p.319 問題 7，5行目 = πa2

8lη = Q
∆P = πa4

8lη

p.344 問題 5，4行目 = p ·∆V (1.013× · · · = p ·∆V = (1.013× · · ·
p.347 問題 18，6行目 1

epx−e−px {[(T2−T0)− e−px 1
epl−e−pl {[(T2 − T0)− e−pl

p.347 問題 18，7行目 −epx(T1 − · · · −e−pl(T1 − · · ·

p.349 問題 4，4行目
（ ∂p

∂V の等温過程の場合）

−C1

V2
=

−C1

V 2 =

p.350 問題 6，9行目 105 N/m， 105 N/m
2，

p.353 問題 3.2，5行目の第 1式 = ∆Q
T ′
1

= ∆Q
T ′
1
,

p.354 問題 4，2行目 = T2

T1
Q2 = T2

T1
Q

p.354 問題 8，1行目 = 3.3 J = 3.3 J/K
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「基礎 物理学演習 I」正誤表（2019年 4月 1日）

17刷の正誤表
頁 場所 誤 正

p.288 問題 3.1（1.4節），1行目 （最右辺） · · · = c
r · · · = − c

r

20刷の正誤表
頁 場所 誤 正

p.306 問題 10.1（2.4節），7行目 v − (V + hω) v − (V + aω)

25刷の正誤表
頁 場所 誤 正

p.91 下から 3行目 e = 衝突後の相対速度
衝突前の相対速度 e = | 衝突後の相対速度 |

| 衝突前の相対速度 |

p.307 演習問題 2，1，2行目 zG = lm+(l−a)2M
m+2M zG = ml+2M(a−l)

m+2M

p.307 演習問題 2，1，4行目 lm+ (l − a)2M < 0
ml < 2M(a − l) すなわち

l < 2M
2M+ma

p.307 演習問題 2，1，6-7行目 Ix = ml2 + 2M(l − a)2 Ix = 2M(a− l)2 +ml2

Iy = ml2 + 2M(a2 + (l − a)2) Iy = 2M(a2 + (a− l)2) +ml2

p.307 演習問題 2，1，9-10行目 N = −(m+ 2M)gzG sin θ N = −(m+2M)g|zG| sin θ
= −(lm+(l−a)2M)g sin θ = −(−(ml − 2M(a− l)))g sin θ

≒ −(lm+ (l − a)2M)gθ ≒ −(2M(a− l)−ml)gθ

p.307 演習問題 2，1，12行目 Tx = 2π
√

ml2+2M(l−a)2

(lm+(l−a)2M)g Tx = 2π
√

2M(a−l)2+ml2

(2M(a−l)−ml)g

Ty = 2π
√

ml2+2M(a2+(l−a)2)
(lm+(l−a)2M)g Ty = 2π

√
2M(a2+(a−l)2)+ml2

(2M(a−l)−ml)g

26刷の正誤表
頁 場所 誤 正

p.146 4番目の式 S2v2 =

√
2(P1 − P2)

ρ(S2
1 − S2

2)
S1S2 ρS2v2 =

√
2ρ(P1 − P2)

S2
1 − S2

2

S1S2
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